


















〔まえがき〕 

骨評価の方法として,これまで X線像の骨陰影の濃度や骨梁や形態の変化などから,主観的

に判断するのが一般的であった。しかし,小児においては,骨の成長という因子も加わり,

その判定は更に困難である。近年,客観的骨評価の方法として,一定の条件で撮影した X線

像を,Computor を用いて解析する Microdensitometer 法(MD 法)が考察され 1),骨粗鬆症の

判定に用いられている 2)5)。我々は,小児膠原病のうち,若年性関節リウマチ(JRA)および

全身性エリテマトーデス(SLE)患児の骨評価を MD 法を用いて行い,疾患による差

異,Steroid 剤の影響について検討した。 


